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株式会社四国総合研究所（代表取締役社長 越智 浩）は、電力柱等のインフラ設備を壊

すことなく、現地で容易にコンクリート内部の鉄筋破断を検出できる新型の鉄筋破断非破

壊診断装置「CP チェッカーMⓇ３D」を開発しましたのでお知らせします。 
 
全国に約 3,600 万本あると言われている電力柱や通信柱は、暮らしや産業活動を支える

重要な社会インフラ設備ですが、高度経済成長期に建設された設備も多く、他のインフラ

設備と同様、老朽化に伴う折損事故等を未然に防ぐ観点から、その健全性を評価するため

の技術開発が課題となっております。 
 
こうしたなか、弊社は漏洩磁束法（＊１）を用い、非破壊かつ簡便な方法でコンクリート製

電柱の鉄筋破断を検出できる鉄筋破断非破壊診断装置「CP チェッカーMⓇ」を開発し、2004

年の販売開始以降、電力、通信、鉄道、交通などの各種インフラ設備に関して、点検・検

査業務を行っている全国の事業者様にご活用いただいて参りました。 
 
これら多くの事業者様からいただいたご意見・ご要望などを反映し、この度、下記のよ

うな特徴を持ち、より性能が向上した新型の鉄筋破断非破壊診断装置「CP チェッカーMⓇ

３D」を開発しました。（２０２３年１１月２０日販売開始予定） 

・更なる小型軽量化（従来品と比べ重量比約１／２） 

・新型センサによる３軸磁束密度測定と測定レンジ拡大 

・２段階スクリーニングによる鉄筋破断検出性能の向上 

・バッテリ持続時間の大幅延長             など 
 
今後とも、弊社といたしましては、特別な知識や訓練・資格なしで容易に非破壊診断が

できる本装置の普及を通じて、国が進める社会資本整備に少しでもお役に立てるよう努め、

四国地域、ひいては国内の産業振興・活性化に貢献して参りたいと考えております。 

（＊１）コンクリートの外側から内部の鉄筋に対して磁石をあてがうことで磁化させ、 

破断による磁場の変化を捉える方式 
 

（参考）新型の鉄筋破断非破壊診断装置「CP チェッカーMⓇ３D」 
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漏洩磁束法を用いたコンクリート柱用鉄筋破断非破壊診断装置の新型機開発について 

【本件照会先】 
〒761-0192 高松市屋島西町 2109 番地 8 

株式会社四国総合研究所  総務部業務課（担当:黒田） 

（直通）050-8802-4630、（代表）087-843-8111 

「CP チェッカーMⓇ３D」の機材一式 

センサユニット 

磁石ユニット 

レコーダユニット 

診断作業の様子 



 

 

 
 


